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仲秋の候、皆様いかがお過ごしでしょうか。秋も深まり、朝、夕は寒さを覚えるほどの気候となりました。この 

「デイ通信 あゆみ」をご覧いただく頃は、衣替えのための衣類の整理にお忙しいかもわかりませんね。今月号も

ご利用者様の元気な様子をお届け致します。どうぞご一読ください。 

 

 

 

✿✿  今今月月のの手手作作りりおおややつつはは  <<  ジジャャガガイイモモみみたたららしし  >>をを作作っってていいたただだききままししたた  ✿✿    

  
  

    

  

  

皮皮ををむむきき、、茹茹ででたたジジャャガガイイモモをを潰潰ししてて片片栗栗粉粉をを少少ししずずつつ加加ええまますす。。団団子子状状にに手手ででここねねたたらら、、湯湯のの中中にに入入れれ、、タタレレをを  

かかけけたたらら完完成成でですす。。「「美美味味いいななぁぁ～～☺☺」」「「俺俺がが心心をを込込めめてて作作っったたんんややぞぞ～～」」「「店店がが出出せせるるななぁぁ♡♡」」とと好好評評ででししたた。。  

✱✱  毎毎月月 1100 日日はは  トトモモ  のの日日！！✱✱        99 月月  はは  「「  秋秋のの  味味覚覚御御膳膳  」」ででししたた  

                                                                旬旬のの食食材材はは、、新新鮮鮮でで栄栄養養分分豊豊富富  !!  

                                                            季季節節のの食食材材をを食食べべてて四四季季をを感感じじてていいたただだききままししたた  

                                                                                                                                                                            

                                                                                                      

                                  

                                                                 

✿ 管理栄養士 ✿     

                南瓜ババロア          

                        

 

                                                    

    ササーービビスス利利用用・・デデイイ通通信信へへののおお問問いい合合わわせせはは                                                            

〒〒551100--00226666    鈴鈴鹿鹿市市長長法法寺寺町町字字権権現現 776633        ℡℡  005599--337722--33881111((代代))  ffaaxx  005599--337722--33881144  

  EE--mmaaiill  rruuhheehheeiimm@@cciirrccuuss..ooccnn..nnee..jjpp                    ホホーームムペペーージジ  hhttttpp::////wwwwww..rruuhheehheeiimm..ccoomm  

※※  ﾎﾎｰーﾑﾑﾍﾍﾟ゚ｰーｼｼﾞ゙  ｽｽﾀﾀｯｯﾌﾌﾌﾌﾞ゙ﾛﾛｸｸﾞ゙のの  ““ﾙﾙｰーｴｴﾊﾊｲｲﾑﾑ通通いい““  でではは、、デデイイササーービビススセセンンタターーのの行行事事等等をを紹紹介介ししてていいまますす。。  

☆さつま芋ご飯           

☆秋刀魚の竜田揚げ～おろしポン酢～ 

☆ほうれん草の胡桃(くるみ)和え   

☆厚揚げキノコあんかけ 

☆とろろ汁      

         おやつ 



  

✿✿  ボボラランンテティィアアささんんがが来来てて下下ささいいままししたた  ✿✿    鈴鈴鹿鹿シシルルババーー人人材材セセンンタターー  

童童謡謡歌歌のの会会のの皆皆様様  

  カカッッココ  

    

     ボランティア サークル 「 あいうえお 」 の皆様 

  

 

 

 

 

              

 

 

鈴鹿フルートアンサンブル( sfe)の皆様による 

「敬老の日 お祝いコンサート」 

  

  

  

  

  

♪♪  デデイイササーービビススセセンンタターーでではは  音音楽楽療療法法  をを行行ななっってていいまますす((週週 11 回回隔隔週週のの水水・・金金曜曜日日))♪♪  

                                        ♬ 「 赤とんぼ 」 ♬  

例年よりも早く涼風が吹きはじめた 9 月、秋の月です。 
この日のデイサービスでは、「赤とんぼ」( 大正 10 年 三木露風 作詞/昭和 2 年 山田耕筰 作曲 ) を 

しっとりと歌いました。「 赤とんぼ 」は最もなつかしい “ 日本人の心の歌 ” として今も歌われている童謡 

です。この曲の歌詞や曲には、多くの日本人が郷愁を感じる美しさがあるのですね。3 番の歌詞にでてくる 

「 姐や ( ねえや ) 」は、幼くして実の母親と生き別れた、三木露風の家に雇われていた子守娘のことですが、 

その「 姐やの背に負われて見た赤とんぼ 」は、生まれ育った故郷の風景や思い出そのものなのでしょう。 

そして、デイサービスの皆様にとっての共通の思い出は、2 番の歌詞にある〈 桑の実 〉です。 

歌詞を見るや否や『 桑の実、よぉ食べたなぁ 』『 おいしかったなぁ 』『 口の周りが黒うなる 』『 ポケットの中 

にいっぱい入れるもんで、真っ黒になってよぉ怒られた 』『 赤いうちはちょっと酸っぱい、黒くなってくると甘い』 

・・皆様口々に語られ、うなずかれています。色や味、嬉々として実を摘み、ほおばる自分や母の姿、その時の 

心情・・・、皆様が五感で覚えてみえる子供時代の風景が目の前にリアルに描かれ、真実として感じられた 

ひと時でした。 

by  音楽療法士 藤岡 厚子 ♠     


